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地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 
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 村山 繁雄 先生 

平成 31 年 3 月 13 日(水) 16：00〜17：00 

第１研究棟 2 階 大会議室 

 セミナー室 
村山先生は日本を代表とする神経病理研究者であり、アルツハイマー病を始めとする高齢者の神経変

性疾患を７０００例以上の連続剖検例を基に検討しており、2008 年に米国神経病理学会の Moore 賞を

受賞するなどその功績は国内外から広く認められております。昨年に引き続き、当センターでセミナーを

していただくことになりました。神経病理の視点から、あらためてアルツハイマー病やその他の神経変性

疾患について学ぶ恰好の機会でありますので、皆様ぜひ奮ってご参加ください。 
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